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合併処理浄化槽（本工事）
(浄化槽設備　仕様書参照)

ブロアポンプ

COA100

COA100

GV40
（VC-2共）

L1

C1×2
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C1

S1×2

SK1

L1

臭突管100

（VC-2共）
GV20
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GV20

（VC-2共）
GV20
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浄化槽ブロア空気管13φ
ブロア電源配線配管

WHE

1
×2

WHE

1

L2

L2 L2

通気金物50

・配管類はすべて凍結深度以下に埋設すること。
・　は埋設標示杭を示す。
・GL±0＝1FL-100

・●はスリークッションを示す。1階平面図

階段詳細図参照

間仕切り　凡例

遮音材充填壁（天井迄）

防火区画

各仕様は間仕切詳細図を参照のこと

一般壁（天井迄）

一般壁（天井迄）片面張り

下部ピット
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ライニング
H=1100

沓摺マット
2000×1000

操作制御盤

廊下
風除室 ±0
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±0 ±0

水勾配

±0
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分電盤 端子盤
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排水溝：

　SUSグレーチング

　L=15500/D=150

床：コンクリート金コテSUS車輌用グレーチング（建築工事）

格納庫

簡易整備室

ライニング
H=1100

オイルピット

-360

男子トイレ

女子トイレ

吊ハンガー扉（有効W=10000）

L=10850/D=200

間仕切りシート H=4850

-50

（電気工事）（電気工事）
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通気管カラー塩ビ100Ａ
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汚水桝リスト

200φ小口径塩ビ桝

①

②

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

桝番号 桝名称 寸法 実深さ

小口径塩ビ桝 200φ 250H

小口径塩ビ桝 200φ 335H

小口径塩ビ桝 200φ

580H小口径塩ビ桝 200φ

610H小口径塩ビ桝 200φ

640H小口径塩ビ桝 200φ

700H小口径塩ビ桝 200φ

730H小口径塩ビ桝 200φ

⑩

⑪

小口径塩ビ桝 200φ

480H小口径塩ビ桝 200φ

⑫

495H小口径塩ビ桝 200φ

505H

510H

③

小口径塩ビ桝 200φ 760H

460H

蓋仕様

塩ビ製密閉蓋

塩ビ製密閉蓋

塩ビ製密閉蓋

塩ビ製密閉蓋

塩ビ製密閉蓋

塩ビ製密閉蓋

塩ビ製密閉蓋

塩ビ製密閉蓋

管底高

-250H

-335H

-580H

-610H

-640H

-700H

-730H

地盤高

0

0

0

0

0

0

0

0

備考

塩ビ製密閉蓋

塩ビ製密閉蓋-480H

0

0

-495H

-505H

0 塩ビ製密閉蓋

-510H 0

-760H 0 塩ビ製密閉蓋

-460H

塩ビ製密閉蓋

マンホール蓋

受け枠

床仕上げ面

流出口

砂

砕石

捨てコンクリート

流入口

ＧＬ

地中埋設型ステンレス阻集器標準施工方法

１.阻集器本体の大きさに合わせて土間を掘削します。

２.砕石を敷きその間に砂利を入れ十分突き固めた後、捨てコンクリートを10cm～15cm位打ちます。

３.流入・流出管の取り出し口の向きを確かめて阻集器本体を据えつけます。

４.レベル調整・芯だしを行います。

５.流入・流出管の締め込みは、シール剤を使用し確実に行ってください。

６.埋め戻しを行う際は砂で固めます。

　 この時、本体がたわまないように槽内に張木を施して水を溜めながら行ってください。

　 （スライド板が取り外せなくなることがあります。）

７.別枠式マンホールの場合は、受け枠を仕上げレベルに合わせて設置します。

 　この時、マンホールのふたを受け枠に設置し、マンホールふたが容易に外せることを確認してください。

　 （受け枠がねじれている場合、ふたがはまらなかったり、外せなかったりします。）

８.かさ上げ部を施工する場合は、木枠等で固定しコンクリート圧により内側にたわまないようにしてください。

 　（スライド板が取り外せなくなることがあります。）

９. 地下水の水位が高い場所では、防水等水圧に考慮した施工が必要です。
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オイルトラップ設置要領
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